
まちづくり懇談会

次　　　　第

１開会

２町長あいさつ

３これからの『まちづくり』について

　（１）町の財政状況について

　　　 ■平成３０年度一般会計予算の状況と重点政策事業【町　　　長】

　（２）まちづくりの諸課題について

       ■情報提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【各担当課長】

４意見交換

　　　 ■『みんなが主役のまちづくり』実現に向けて

５閉会

日　程 受付時間 会　場 対　象 受けられる健診
７月７日（土）

午前７時から
　　１０時まで 健康福祉センター １８～６４歳（全行政区）

①結核・肺がん検診
②特定健診
③基本健診
④大腸がん検診
⑤前立腺がん検診
⑥肝炎検査
⑦成人歯科健診

⑧骨粗鬆症検診
　（７月２１・２２日のみ）

７月８日（日）
７月９日（月）
７月１７日（火）

午前８時から
　　１１時まで

第二小学校体育館

１８
歳
以
上
の
方

青根、野上、古関、笹谷
７月１８日（水） 富岡中学校体育館 支倉上・下
７月１９日（木） 富岡小学校体育館 碁石、支倉台
７月２０日（金） 健康福祉センター 川内２・３、本砂金
７月２１日（土） 午前７時から

　　１１時まで
健康福祉センター

全行政区７月２２日（日）
７月２３日（月）

午前８時から
　　１１時まで

前川東・西、立野、小野、小沢
７月２４日（火） 裏丁上・下、中新町
７月２５日（水） 本荒町、川内１、川内北川

詳しくは、保健福祉課（℡８４−６００８）へ。

詳しくは、みちのく公園管理センター（℡８４−5９９１）へ。

住民総合健診のお知らせ
　生活習慣病による脳・心臓・腎臓の病気を予防する特定健診をはじめ、結核・肺がん検診、大腸が
ん等のがん検診、成人歯科健診を１日で受けられる総合健診を下記の日程で行います。
　６月下旬ごろ申込者に健診受診票が郵送されます。未申込で受診を希望する方や受診票が届かない
場合は、保健福祉課までお問い合わせください。

　国営みちのく杜の湖畔公園北地区で、第１回「川崎町長杯パークゴルフ大会」が開催されます。
　パークゴルフは、スタート地点からボールを打ち、いかに少ない打数でカップに入れるかを競うス
ポーツです。数本のクラブを使う本格的なゴルフと違い、１本のクラブでお手軽にプレーできます。

▪日時…７月２１日（土）
　　　　午前１０時から午後２時まで
　　　　（受付：午前９時３０分から）
▪競技内容
　Ａコース９ホール、Ｂコース９ホール
 計１８ホール
　２ラウンド　合計３６ホールのストロークプレー
▪参加費…１，０００円
※公園入園料、駐車場料金は別途必要。
▪参加資格
　小学校３年生以上で、パークゴルフプレー経験
があり、ルール、マナー、スコアカードの記入方
法を理解している方。

「まちづくり懇談会」を開催します！
～皆様の貴重なご意見をお聞かせください～

　下記の日程で、町の行財政の情報提
供と皆様からの貴重なご意見を伺うこ
とを目的として昨年に引き続き「まち
づくり懇談会」を開催します。

日　　程 行政区 会　　　　　　場 時　　間
７月５日（木） 笹 　 谷 笹谷分館

午後７時から
９時頃まで

７月６日（金） 古 　 関 古関分館
７月１３日（金） 野 　 上 野上分館
７月２３日（月） 立 　 野 立野地区集落センター
７月２４日（火） 青 　 根 青根温泉公衆浴場健康増進棟
７月２６日（木） 前 川 東 前川東部地区集落センター
７月２７日（金） 前 川 西 前川西地区集落センター

８月３日（金）
小 　 野

小野分館
小 　 沢

８月６日（月）
川 内 一

川内地区生活改善センター
川内北川

８月７日（火）
川 内 二

天神地区生活改善センター
川 内 三

８月８日（水） 本 砂 金 本砂金地区集落センター

８月１０日（金）
支 倉 上

支倉郷土文化伝承館
支 倉 下

８月２０日（月） 碁 　 石 碁石地区集落センター
８月２３日（木） 支 倉 台 支倉台分館

８月２７日（月）
裏 丁 上

裏丁コミュニティセンター�
裏 丁 下

８月２８日（火） 中 新 町 中央コミュニティセンター�
８月２９日（水） 本 荒 町 本荒町コミュニティセンター�

※対象行政区の懇談会に都合により参加できない場合、別の会場で参加することもできます。

詳しくは、地域振興課（℡内線１２２２・１２２3）へ。

第１回「川崎町長杯パークゴルフ大会」開催�!

▪申込方法
　事前申し込みが必要です。国営みちのく杜
の湖畔公園北地区、風の草原で申込用紙を配
布しています。
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川崎町全会計の借金と預金
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会 計 平成 30 年度 前年度比 

一般会計 49億 3,000 万円 ▲3億 2,000 万円 

国民健康保険 10億 1,511 万円 ▲1億 3,289 万円 

後期高齢者医療 8,491 万円 ▲279 万円 

介護保険 10億 6,591 万円 1,248 万円 

温泉事業 1,184 万円 ▲220 万円 

公共下水道事業 4億 7,540 万円 3,265 万円 

病院事業 9億 9,700 万円 7,494 万円 

水道事業 5億 4,188 万円 ▲6,775 万円 

合計 91億 2,205 万円 ▲4億 556 万円 

 平成 30 年度 

 一般会計予算 
 

49 億３千万円 
 前年度比▲３億２千万円 

 

自主財源 
32.5% 

依存財源 
67.5% 

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

30
年
度
予
算
の
総
額
は
91
億
２
２
０
５ 
 

 
 

万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す

る
と
約
４
億
円
、
４
．
３
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
49
億
３
０
０

０
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額
と
比

較
す
る
と
３
億
２
０
０
０
万
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー
場

の
サ
マ
ー
ゲ
レ
ン
デ
整
備
や
町
営
住
宅
の

建
築
経
費
な
ど
の
減
少
が
主
な
要
因
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。 

歳 入 

歳出目的

Ｈ３０ 参考（Ｈ２９構成割合）

金額

(億円)

構成割合

(％ )

川崎町

(％ )

村田町

(％ )

蔵王町

(％ )

丸森町

(％ )

議 会 費 １．１ ２．２ ２．１ １．９ ２．０ １．３

総 務 費 ７．８ １５．９ １４．８ １４．７ １５．３ １４．７

民 生 費 １０．７ ２１．６ １９．９ ２４．０ ２６．７ ２６．９

衛 生 費 ６．３ １２．６ １２．４ １１．９ １０．６ ９．７

農林水産業費 ３．２ ６．５ ６．２ ４．８ ３．８ ８．１

商 工 費 １．９ ３．９ ７．２ ２．９ ３．３ ４．５

土 木 費 ５．４ １１．０ １３．１ ８．３ ９．１ １２．６

消 防 費 ２．２ ４．５ ４．５ ４．２ ５．１ ３．８

教 育 費 ８．０ １６．３ １４．８ １１．９ １４．６ ６．６

公 債 費 ２．６ ５．３ ４．８ １５．０ ８．８ １１．５

そ の 他 ０．１ ０．２ ０．２ ０．４ ０．７ ０．３

合 　 計 ４９．３ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０ １００．０

平成３０年度歳出予算 目的別構成割合
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▲改修を予定している野上地区の用水路。

▲楽しく安心して子育てできる環境を提供します。

▲空き家の内覧会。積極的に空き家の利活用を図ります。

１
　
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実�

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

�
【
３
３
６
２
万
円
】

　
　
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
を
無
償
化
。

○
乳
幼
児
応
援
助
成
券
支
給
事
業

�

【
６
６
０
万
円
】

　
　
満
１
歳
児
ま
で
の
乳
児
を
対
象
に
、

お
む
つ
な
ど
を
購
入
で
き
る
助
成
券
を

１
カ
月
当
た
り
１
万
円
分
交
付
。

○
誕
生
祝
い
金
支
給
事
業

�

【
７
５
０
万
円
】

　
　
第
１
・
２
子
（
１
人
当
た
り
現
金
５

万
円
＋
川
崎
町
商
品
券
５
万
円
分
）、

第
３
子
（
１
人
当
た
り
３０
万
円
）。

○
小
学
校
入
学
祝
金
支
給
事
業

�

【
４５
万
円
】

　
　
第
３
子
目
以
降
の
小
学
校
入
学
予
定

者
に
対
し
、
３
万
円
を
支
給
。

○
こ
ど
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助

成
事
業�

【
３
３
４
万
円
】

　
　
子
供
た
ち
の
健
康
増
進
と
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
イ
ン
フ
ル
エ

○
放
課
後
児
童
対
策
事
業

�

【
５
１
４
０
万
円
】

　
　
４
つ
の
小
学
校
に
児
童
教
室
を
開
設

し
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
、
児
童
の

健
全
育
成
を
支
援
。

○
学
校
給
食
費
軽
減
事
業

�

【
８
０
８
万
円
】

　
　
小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
に

つ
い
て
、
２
人
目
以
降
の
学
校
給
食
費

を
無
償
化
。

２
　
人
口
減
少
・
起
業
家
支
援
の
充
実�

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

�

【
１
８
７
７
万
円
】

　
　
起
業
支
援
・
移
住
支
援
・
旧
小
学
校

活
用
事
業
者
支
援
・
地
域
づ
く
り
な
ど

の
活
動
を
協
力
隊
に
依
頼
。

○
起
業
兼
移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業�

【
１
８
４
９
万
円
】

　
　
起
業
兼
移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
に
お
い
て
、

起
業
家
・
移
住
者
へ
の
包
括
的
な
支
援

を
実
施
。

○
移
住
定
住
促
進
事
業�

【
４
１
７
万
円
】

　
　
空
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
引
っ
越
し

費
用
助
成
や
宿
泊
体
験
事
業
を
実
施
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

�

【
２
９
４
６
万
円
】

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、
解
体
処
理

施
設
経
費
、
有
害
鳥
獣
防
止
施
設
整
備

助
成
、
野
生
動
物
忌
避
装
置
・
わ
な
等

購
入
、狩
猟
免
許
取
得
支
援
等
を
措
置
。

○
育
苗
ハ
ウ
ス
等
施
設
設
置
事
業
補
助
金

�

【
６
０
０
万
円
】

　
　
育
苗
ハ
ウ
ス
等
の
施
設
を
設
置
す
る

農
業
者
に
対
し
、
１
件
３０
万
円
を
上
限

に
費
用
を
助
成
。

○
農
業
用
水
路
等
整
備
事
業

�

【
３
７
７
０
万
円
】

　
　
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
維
持
管
理

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
土
用
水
路
や
経

平成３０年度 重点政策

平
成
３０
年
度 

重
点
政
策

す
み
よ
い
地
域
を
目
指
し
て

ン
ザ
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成
。

○
妊
婦
無
料
健
診
事
業�

【
４
８
１
万
円
】

　
　
妊
婦
の
健
康
と
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
妊
婦
健
診
に
係
る
費
用

を
助
成
。

・
妊
婦
健
診
費
用
１４
回
分

○
子
ど
も
園
運
営
事
業

�

【
２
億
５
０
３
８
万
円
】

　
　
就
学
前
の
子
供
に
対
し
、
そ
の
成
長

と
発
達
を
見
据
え
た
保
育
・
幼
児
教
育

を
実
施
。

○
結
婚
支
援
事
業�

【
１
６
０
万
円
】

　
　
結
婚
に
向
け
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

事
業
を
実
施
す
る
婚
活
会
に
対
す
る
助

成
金
の
交
付
及
び
結
婚
祝
い
金
の
交
付
。

○
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

�

【
３
０
０
万
円
】

　
　
特
定
不
妊
治
療
の
実
施
者
に
対
し
１０

万
円
を
上
限
に
費
用
を
助
成
。

３
　
農
業
・
観
光
業
振
興
策
の
充
実�

○
企
業
誘
致
助
成
金
事
業

�

【
８
０
０
万
円
】

　
　
指
定
企
業
者
に
対
し
、
設
備
投
資
の

額
及
び
新
規
常
用
雇
用
者
の
人
数
に
応

じ
て
、
よ
う
こ
そ
川
崎
町
へ
助
成
金
を

交
付
し
企
業
誘
致
促
進
と
雇
用
の
拡
大

を
図
る
。

年
劣
化
に
よ
り
管
理
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
農
業
用
水
路
や
、
た
め
池
の
改

修
を
実
施
。

①
北
原
地
区
水
路
改
修

②
野
上
地
区
用
水
路
改
修
な
ど

○
新
規
就
農
定
着
促
進
事
業
助
成
金

�

【
４
５
０
万
円
】

　
　
後
継
者
の
確
保
対
策
と
し
て
町
認
定

の
新
規
就
農
者
に
対
し
１
人
１
５
０
万

円
を
限
度
に
機
械
購
入
の
費
用
を
助
成
。

○
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
規
模
拡
大
交
付

金
事
業
補
助
金�

【
６
０
０
万
円
】

　
　
担
い
手
の
力
強
い
農
業
経
営
を
促
進

す
る
た
め
、
農
地
の
受
け
手
と
な
る
農

業
者
が
面
的
集
積
（
連
坦
化
）
を
す
る

た
め
の
利
用
権
取
得
に
対
し
て
、
１０
ａ

あ
た
り
１
万
５
千
円
を
交
付
。

○
家
畜
自
営
防
疫
推
進
助
成
金
（
新
規
）

�

【
５０
万
円
】

　
　
畜
産
業
者
に
対
し
て
、ア
カ
バ
ネ
病
、

牛
炭
そ
病
の
予
防
接
種
費
用
の
２
分
の

１
を
助
成
。

○
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス
キ
ー
場
設
備
更
新
事

業�

【
５
４
１
４
万
円
】

　
　
ス
キ
ー
場
設
備
老
朽
化
対
策
と
し
て
、

リ
フ
ト
施
設
の
修
繕
・
更
新
を
実
施
。

４
　
生
活
基
盤
・
イ
ン
フ
ラ
整
備�

○
公
共
交
通
網
整
備
事
業

�

【
２
９
５
４
万
円
】

　
　
交
通
弱
者
対
策
・
商
店
街
の
活
性
化

を
目
的
に
、
民
間
バ
ス
事
業
者
の
空
白

路
線
を
町
民
バ
ス
４
台
で
循
環
運
行
。

○
高
齢
者
等
移
送
用
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

事
業�

【
４
３
２
万
円
】

　
　
７５
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
者
及
び

運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
対
象
者
を
拡

充
し
、
月
８
０
０
円
分
の
利
用
券
を
交

付
。

○
町
道
整
備
事
業�

【
５
２
１
０
万
円
】

　
　
町
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
確
保

を
図
る
た
め
町
道
裏
丁
２
号
線
の
整
備

を
実
施
。

○
橋
梁
補
修
事
業�

【
５
５
０
０
万
円
】

　
　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
く

橋
梁
の
補
修
事
業
。

①
野
上
太
郎
川
２
号
橋

②
長
坂
山
１
号
橋

○
町
営
住
宅
整
備
事
業�【
２
９
７
２
万
円
】

　
　
老
朽
化
し
て
い
る
中
原
住
宅
の
建
替

え
の
た
め
の
宅
地
造
成
事
業
。

○
消
防
防
災
施
設
整
備
事
業

�

【
２
９
７
２
万
円
】

　
　
迅
速
か
つ
機
動
性
の
あ
る
防
災
基
盤

の
整
備
を
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、
防
火
貯
水
槽
２
基
及
び
ポ
ン
プ

格
納
庫
１
棟
を
整
備
。

５
　
そ
の
他
の
重
点
政
策
事
業�

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
事

業
（
新
規
）�

【
５
２
６
万
円
】

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向

け
た
準
備
を
実
施
。

○
疾
病
予
防
事
業�

【
５
０
５
４
万
円
】

　
　
疾
病
予
防
の
た
め
に
、
６５
歳
以
上
を

対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
、
乳
幼
児
予
防
接
種
事
業
及
び
各
種

が
ん
検
診
や
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
等
の
実
施
。

○
川
崎
レ
イ
ク
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
補
助
事
業�

【
４
０
０
万
円
】

　
　
川
崎
レ
イ
ク
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会
へ
の
補
助
金
を
計
上
。

8
２０１８（平成３０年）４月
広報かわさき9

２０１８（平成３０年）４月
広報かわさき
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平成 31 年 4 月にシルバー人材センター運用開始予定 
シルバー人材センターとは？ 

① 高齢者に働く機会を提供し、高齢者の生きがいの充実や生活の安定、地域社会の発展や現代世代の下支えなどを推進します。

② 企業、家庭、官公庁などから業務を受注し、高齢者に働く場を提供します。

③ 「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づき、都道府県が指定します。

業務の講習会を実施します

ので、初めての作業でもじ

っくりとゆっくりと学ぶこ

とができます。

川崎町は、自然豊かで町土

が広いため、草刈り等の作

業について発注が多くなる

見込みです。

企業からは、梱包作業な

ど、年齢に合わせた適度な

作業量の業務が見込める予

定です。
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「ＳＰＲＩＮＧ（スプリング）」 

 「ＳＰＲＩＮＧ」は、「移住定住」・「起業」を考えている方へ

のサポートのほか、川崎町を“ワクワク”させるための拠点と

して、「地域おこし協力隊」が常駐し、運営しています。 

 地域おこし協力隊員は、都市部から川崎町へ移住しており、

任期１～３年の間にて地域活動に従事しているほか、移住者な

らではの当事者目線にて移住支援を行っています。 

 なお、施設は毎週火～土曜日（祝日・お盆・年末年始を除く）

の午前 10 時から午後５時まで運営しています。 

川崎町 

仙台市 １期生 

川崎町 

東京都 ２期生 

地域おこし協力隊員と一緒に話しませんか？「ＳＰＲＩＮＧ」でお待ちしています。 

川崎町 

京都府 

川崎町 

神奈川県 

有害鳥獣解体処理施設について 

１．所 在 地  川崎町大字小野字下新田 21番地 10 

２．建築構造等 鉄骨造平屋建て 68.33㎡  土地 968.00 ㎡ 

３．事 業 費 等 3,580万円（建物、土地、備品等） 

４．利 用 状 況 

川崎町猟友会（実施隊）について 

実施隊員数は、現在３５名が登録されており、今年度も４名の方が新規に狩猟免

許受験を予定しており、今後４０名を超える見込みです。当町でも狩猟免許取得に

係る費用補助を引き続き行っていますので、興味のある方は役場農林課までご連絡

願います。 

区 分 イノシシ ニホンザル ツキノワグマ 合計 

平成 29年度捕獲頭数 ２１８頭 １２頭 ７頭 ２３７頭 

平成 30 年度捕獲頭数 

（4 月～7 月分） 
７６頭 ５頭 ４頭 ８５頭 

平成 30年度 

施設利用頭数 
７０頭 ５頭 ４頭 ７９頭 

利用率（施設利用頭数） ９２％ １００％ １００％ ９３％ 
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　川崎病院が平成７年に現在の場所へ移転・新築してから、今日（平成29
年度末）までの利用者数は、入院患者が延べ３５万５千人、外来患者につ 　経営面では、入院患者数の増加に伴いゆるやかな改善傾向にはあるも
いては、９７万３千人となりました。 のの、依然として一般会計からの繰入金が多額であることから、それらの
　町内の人口が減少し続ける中ではありますが、ここ数年、外来患者数は 改善に向けた取り組みを職員が一丸となって推し進めているところであり
年間約３万人前後を維持し、入院患者については、「地域医療連携業務」 ます。
の進展によって、他市町からの患者を積極的に受け入れることで入院患
者数を確保している状況にあります。 　下の【表２】につきましては、表１と同じ期間において、町の一般会計から

病院へ繰り入れされた金額と病院の収支決算額の推移を表したものです。
　下の【表１】につきましては、平成７年当時から平成２９年度に至るまでの 　緑色で示した町の一般会計からの繰入金は、平成７年度をピークに以降
２３年間における患者数の推移を表したものです。 約３億円台を前後している状況であります。
　青色で示している外来患者数は、平成１２年度前後をピークにその後減 　赤色で示した病院事業の収支決算額は、平成１７年前後が赤字額のピー
少に転じました。一方、黄色で示している入院患者数は、年々増加傾向に クでありましたが、その後は徐々に改善しているところであります。
あります。

【 表 １ 】

川崎病院の財政状況

【 表 ２ 】

15,163 14,974 14,123 15,573 17,295

54,501
59,808

40,550

29,096 29,224 29,315

H7 H12 H17 H22 H27 H29

患 者 数 の 推 移

入院患者数

外来患者数

H7 H12 H17 H22 H27 H29

経 営 の 状 況 町の一般会計からの繰入金

病院事業の収支決算額

人

人

人 人 人 人
人

人

人

人 人 人

12,198

3億4,100万円

3億200万円

2億4,700万円

1億8,700万円

3億100万円 2億9,300万円

▲1億4,700万円
▲1億2,900万円

▲1億8,400万円

▲1億1,900万円

▲3,900万円
▲200万円

平７ 平１２ 平１７ 平２２ 平２７ 平２９

平 ７ 平１２ 平１７ 平２２ 平２７ 平２９
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メタボを減少し、脳梗塞や心筋梗塞、 

人工透析になる前に予防したい 
町の保健師・管理栄養士が個別に連絡させてもらう場合がありますのでご理解ください。 

                     

健診を受けると自分が「どこ」の段階かわかります！ 

  第 1段階 

第２段階 

メタボリックシンドローム 

脂質異常 

脳梗塞等 狭心症 人工透析 

重

症

化 

介護保険へ 

 川 崎 町 の 現 状 Ｈ28年度 

１ 
特定健診受診率 ５７.５％ 

川崎町は宮城県 ☆☆ ６位 ☆☆ 

２ 

メタボリックシンドローム該当者・予備群が 

健診受診者の３３％・・・３人に 1 人 ！ 

宮城県は全国ワースト３位 

川崎町は宮城県ワースト１３位 

ﾒﾀﾎﾞ該当者は県内１少なくなりました☆ 

３ 

糖尿病を強く疑われる HbA1c６．５以上のかたが 

健診受診者の１４.３％・・・７人に１人 ！ 

川崎町は宮城県ワースト３位 

４ 
人工透析を受けている方が県内市町村の１.２５倍 

医療費は 1 人あたり年間５００万円～６００万円 

高血圧 高血糖 

心筋梗塞 第３段階 

長期入院 

あと５０人で 

目標の６０％を達成 年 1回の健診 

川崎町の 

皆さまの 
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

入居者説明会、現況
測量

造成工事詳細設計等

造成工事

住宅建築工事

現況測量

造成工事詳細設計

既存住宅解体

造成工事

住宅建築工事（H32
以降）

現況測量

造成工事詳細設計

既存住宅解体

造成工事

住宅建築工事（H38
以降）

　町営住宅建替事業
進捗状況及び今後の計画について

　町営住宅建替事業に伴う住宅建築の進捗ですが、川内字北川原山地区に1棟2世帯型住

宅を平成28年度に6棟、平成29年度5棟、合計11棟（家族型8棟・夫婦単身型3棟）建築し、

中原住宅より11世帯、伊勢原住宅より11世帯、合計22世帯が平成30年5月までに移転を完

了しております。

　今後の町営住宅建替事業建築計画ですが、平成30年度においては、中原住宅建替事業

に伴う宅地造成調査測量設計業務及び中原住宅既存建物の解体工事を予定しております。

　その後、平成31年度に中原住宅宅地造成工事を行いまして、平成32年度から住宅建

築を開始し、中原地区には10棟20世帯分（夫婦単身型）を建築する予定です。

　伊勢原住宅建替については、平成35年度以降の計画となりますが、今後の状況を考慮

しながら検討します。

町営住宅建替え計画

(戸数未定)

項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北川原山住宅

(22戸)

中原住宅

(20戸)

伊勢原住宅

北川原山住宅の様子

町営住宅移転計画

中原住宅より11戸移動

伊勢原住宅より20戸移動

北川原山住宅

中原住宅20戸

伊勢原住宅

伊勢原住宅より11戸移動
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町税の徴収率の推移（現年度および滞納繰越分合計値）

川崎町における一般町税の徴収率は、平成 年度までは ％台で推移

していたが、 年度において ％、 年度で ％となり、直近の平

成 年度実績では ％となった。徴収率は近年堅調に向上しており、

今後は県平均収納率（仙台市除く数値 ％、仙台市含む数値 ％、

ともに 年度実績）を目標に、引き続き徴収の強化を図っていく。な

お、国民健康保険税は専業農家を含む自営業やアルバイト・パート勤務

者等、社会保険加入者に比べ収入が安定しない方が中心であるため、長

らく徴収率も低迷していたものの、滞納額の縮減に努めたことによ

り、平成29年度において70％台に達している。

76.7% 76.8%

79.3% 79.8%
81.3%

83.4%
85.3%

87.4%

90.5%

93.0%

57.2%
56.0% 56.8%

57.8%

60.6%

64.3%
62.8%

64.5%
66.2%

73.0%

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ

町税徴収率の推移

一般税徴収率

国保税徴収率

課税対象者 滞納者（人） 滞納額（万円） 未申告者

裏丁上

裏丁下

本荒町

中新町

前川東部

前川西部

青根

立野

野上

古関

笹谷

小野

川内一

川内北川

川内二

川内三

本砂金

小沢

支倉上

支倉下

碁石

支倉台

合計

滞納者及び未申告者件数調べ 平成30年５月末現在
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川崎斎苑利用に係る留意事項について
（仙南地域広域行政事務組合からのお願い）

１．待合室の改修

■内容

　現在、畳敷きの和室となっている空間を椅子とテーブル利用の

洋室に改修しますので、一定の期間、待合室を利用することがで

きなくなります。

■利用できない期間

　平成３０年８月２０日から平成３０年９月２１日まで

２．利用料の改定

■内容

　将来にわたって安定した火葬サービスを提供し、斎苑の使用者

と仙南２市７町の住民が適正に負担を分かち合いながら、仙南地

域広域行政事務組合が持続可能な施設運営を図るため、斎苑使用

料を改定するものです。

現　行 改正後

１５歳未満 １５歳以上 １５歳未満 １５歳以上

構成市町内 無　料 ８，０００円 １０，０００円

構成市町以外 １６，０００円 ２０，０００円 ３２，０００円 ４０，０００円

■施行日：平成３１年４月１日から適用

■川崎斎苑現在の状況


